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研究成果の概要：本研究は，木簡解読を支援する情報技術の実現を通して，木簡のデジタルア

ーカイビングを支援することが目的であった．2 年間の取組みの中で，汚損・破損した古代木
簡解読のための破損文字認識/検索技術・テキスト検索（文脈処理）技術などを新たに考案し，
画像処理技術の有効性を示した．また，これらの技術を搭載した木簡支援システム

「Mokkanshop」の一般公開を行うことができた．さらに，文字認識/検索技術については特許
の出願も行った． 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2008 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,300,000 420,000 3,720,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：考古学，デジタルアーカイビング 
 
１．研究開始当初の背景 
奈良時代を中心に大量に作成・利用された

古代木簡は，歴史検証を行う上で貴重な情報
源となる古文書である．その解読結果は常に
史学者・考古学者の注目を集めており，デジ
タルアーカイビングの必要性が論じられて
きた． 
古代木簡が注目を集める理由は，記述され

た内容，および発見された点数にある．古代
木簡は荷札，役所間の連絡などの事務的な用
途に多数利用されていた．したがって，脚色
が少なく事実に近い情報が記載されている

可能性が極めて高く，歴史検証には最適な史
料である．また，これまでに国内各地の遺跡
で発見された古代木簡は320,000点を超えて
おり，情報の統計的信頼性という点において
他に類を見ない． 
しかし，汚損・破損を伴う古代木簡の解読
は専門家にとっても容易ではない．遺跡など
から出土した多数の古代木簡のうち，デジタ
ルアーカイブ・書籍などを通して解読結果が
公表されているものは数万点に満たず，この
分野における研究の成果が十分に活かされ
ているとは言い難い状況であった． 
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さらに，古代木簡の劣化は現在も進行して
いる点が問題であった．古代木簡は既に作成
から 1,200～1,300 年を経ており極めて脆い
状態にある．このため，発掘後も完全に劣化
を止めることは困難である．せっかく発見さ
れたにも関わらず解読される前に朽ち果て
る古代木簡が多数出ることは，十分に予想さ
れる危機であった． 
このような理由から，古代木簡の解読およ

びデジタルアーカイビングに関する作業を
効率化・高速化し，可能な限り多くの情報を
古代木簡から拾い上げる方法が必要とされ
てきた．  
 
２．研究の目的 
前述した状況を改善するためには，難読木

簡に対する有効な解読支援の実現が不可欠
であった．そこで，申請者は難読木簡解読の
ための画像処理・手書き文字認識（文字パタ
ーン検索）・釈文補完支援（文脈処理）・遠隔
コミュニケーション支援（情報通信・共有）
などの各種情報技術，およびこれらを搭載し
た木簡解読支援システムの実現を目指した
研究を行ってきた． 
 
３．研究の方法 
本研究では，奈良文化財研究所で木簡の解

読を行う専門家らと密接なコミュニケーシ

ョンを取り，要求仕様を一つ一つ明確にしな
がら必要な情報技術の実現を目指した．古代
木簡のデジタル画像とそのメタデータなど，
解読支援を実現する上で必要となる情報に
ついても奈良文化財研究所から提供を受け
た（図 1）． 
一方で，技術開発においては手書き文字認
識・ヒューマンインタフェースに関する多く
の知識と研究成果を有する東京農工大学中
川研究室と協力体制を築き，効率的な研究の
遂行を重視した． 
 
４．研究成果 
個々の情報技術に関して国内外の学会・研
究会で報告し，また論文誌への投稿を行って
きた．具体的な成果物である木簡解読支援シ
ステム「Mokkanshop」（図 2）については奈
良文化財研究所のホームページを通して一
般公開し，木簡解読に興味を持つ多くの方々
に使用してもらっている． 

 
 

図 1 古代木簡のデジタル画像など 

（奈良文化財研究所 提供） 
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図 2 「Mokkanshop」の構成図 
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さらに，文字認識技術とヒューマンインタ
フェース技術を融合した手書き古文字検索
技術については東京農工大学から特許を出
願するに至った． 
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